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松野火他

の1から現在の5万分の王(北海道では昭和25年から着

手された)に切替えておP昭和24年前後はいるいろな

面で新しい時代の始まりの一歩を踏み出した時期である.

一壕窺測麗の体制の整備

このころいちはやく地質調査所の地形課(当時の測

図課)ではこの旧陸軍参謀本部陸地測量部の部員であ

った石原二郎技官(現株式会社写真測量所管理部長)

が講師となってさしあたって課員に対して図解射線

法の技術を習得させ地質調査所における写真測量の体

制作りに着手している.一方それまで陸地測量部

地質調査所校とごく一部の国家機関でしか行校われて

いなかった地杉測量は社会的要求から風間機関でも実

施されるように柾ゆ続序と測量会社が誕生しζれら

が積極的に空中写真測量をと!)入れるようになった,

そして昭和28牢(ユ953)国土地理院に戦後始めてユ級

図化機ステレオプラニグラフC8が輸入きれ続いて民

聞会杜ぽおいてもこれら高級図化機か逐次設置され

近代的な写真渕量の体制がととの走られた由

地形測量における写真測量の偉力匁らびに経済性が

漸次一般に認識されこれら測量会杜が繁栄をきわめつ

つある匁かでその後の調査所の体制作リは決して十

分なものでは枚く一般よりは遅れたが1957年にクラ

モチグラフが設備され峨0年に始めて二璽投影図化機

ケルシュプ豚ツタｰが工963年にケルシュプロッタｰお

よびコクサイプロッタｰ各工台ユ966年にはアビオグラ

フ趾8が輸入春れようやく地形図作成の体制か整った

のである.北海遺支所においてはその発足に伴い機

構を充実し測図係がおかれ本所において図解射線法

を主とする写真測量の教育を受け花職負が5人本所より･

転任し測量業務に当ることに匁った｡その後蝸4年

度にステレオトｰプカ糟入されるまでは写真測量に

対する措置はほとんどとられず地質図幅その他の地質

調査研究の分野で僕用さ収る写真の管理怒けを測量業務

と平行して実施していたが1967年になって本所から

コクサイブロヅタｰが移管され漸く最小限度の設備が

完了したといえる｡

2写真地質判読

地表に関する調査研究荏らびに工事の計画には地形

①ス繁レ泳トｰプ

酒ドイツツアイ猟飲鰹ゆ三級酬ヒ機擬鰍郭こ生じた種々の傾きを機

内に内蔵された偏釜鯵皿禽鋤蓄十灘艦澱で鰯遣図化できる描画倍率は原写

頁の2借穫度

鰹)撹労嚇締繁蝉夢夢州

アメリ劣幻ヶル蚤㌦ダ樽ツタｰと機構彩秩1凄よく倒てい愁｡

施学鮒幾麓搬競燃登燦溺しているI描醸傭率は写真縮尺の5倍が最良で

ある,�
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米軍の空中写真が公開されるや否やこれが踏査閲の補

助として用いられることと杜った.

質判読の手びきを作られたのであるかこれが謄写版刷

で部数に限度があって広く読まれるにはいたらなかっ

た.

昭和25年(1950)に北海道開発庁が発足し北海道総

合闘発の一環として地質図幅調査鉱物燃料等の資

源調査ぽ多額の国費カミ投普られるようになり地質調

査所に対しても開発庁賛による調査研究棚脈られ一段

と拡大された.これを推進するためぽ墓園の作成調

査研究の補助として空中写真か広くかっかなり高度に

利用されてきたのである｡一方他機関では脊鰯海

峡沿崖部の海底の地質調査声間油禺の海底部の地質図

作成釧路海岸の海底炭田の調査熊有の地すべり調査

など特殊な質的終写無地質繊技術湯拡周書れ他の方法

では到底不可能恋情報収集にその偉力を実証している.

本所においては昭和36年(1961)に国際連合の主

催で空中写真による地質判読と空中物理探査とを主題

とする空中探査の研修コｰスが開かれ昭和38年(1963)

には現在の環境:地質課第三調査研究室(写真地質調査研

究室)の母体とたった写真地質グノトプが組織され本

格的扱研究を開始しそこで得られた結果を基にして

写真地質判読に関して他の分野に協力しあるいは相

3支所に総げる写真地質の幾繭の闇題

これまでに述べてきたように北海道支所においては

過去20年間の調査研究を通じて体得した地質判読の技

地形図の縮尺に関係匁く

欄亙の比較が可能と怒る,

すなめち船位繭積警り

の水系猪慶踏鳶いは水系

頼度滋るいは簸直願離

お氷采願離概比衣抵わも

傾斜鏑な星で潜る曲ご

虹嚇養地質判読紀潟い

て憲性的第一潔当並んで

蟹繋滋第一夢あな慈ζと

は政めてい勇護恐愁な

い古慧の淀め呂曇は地

質部門と写真測量部門と

③描顧瀦を操作して地形を猫麟す

る

⑳スゲ受チ堺黒寮一

雄徽濠繍醐ζ鑑劇訪淋れた航空写真を槻､1火氷判こおかれ茂地形酬こ特嫌

プタズ幻ごぶ簑淀学醐こ投影をし地図の修正を行なう�



一33一

時代におけるものであり判読の分野でも普通写真を

利用する限りぽおける技術もこの期間ぽ体系づけが完了

したといっても過書では粗い.そしてここ数辱来次

の段階への飛躍の遺をたどりつつある｡筆者は写真測

量の分野については深い知識は持ち合わせていないが

現状は数値地形図さら1こ図化作業の自動化疋射投影写

真へと進みつつあり宇宙工学の進泰に伴って宇宙･

時間写真測量が研究開発の大意放員標と放りている｡

判読の分野でもこれらに伴って飛躍的な発展が期待

されるであろう.

判読の分野では従来の写真カミ可視光線から近赤外

繊繕島沖の八霧鰯約胸斜機鐙

(粛函トンネ冷銅壷の淀紡国際航繋が搬雛ヒ紀も穿))

虚葡1腱層

中央舟底型の部分(1嚇脇)秘八鑑鰯の硬質板状泥岩

右に断層あリそ裏はlj霜側は劇工頓錯

(縫崎保鑓教授提供)

線(写真赤外線)領域のごく狭い波長域を利用するにと

ど漢っていたか電子工学の発達に伴って中間赤外線か

ら遠赤外線の一部レｰダ波紫外線の領靭雌で広げ

られてきている.すなわち林外線映像レｰダｰ映

像あるいは紫外線映像でそれ誉れの特性に応じて人

間の負あるいは従来の写真では識別困難であった種々

の地表の特徴を肩に見える形で記録できるようになった.

これらの映像を獲得する方法の研究を併せて自然の物

質ぷ電磁波放射麦の相互作用と得られた映像の野外に

おはる評価とはついての研究そしてその地質学的体系

づけが大書な課題として登場しつつある岳

宇宙写真あるいは宇宙からのこれらの映像の獲得も実

用段階ぽ入りその著しい特徴すなわち

至)一大陸あ糾･は一大洋全体というような広い範囲が一度に

記録観察で書ること

2)詐常紀皐い速度であること

s)施餓全然を吻バｰで書ること

4)反覆記録1観察で慧ること

によってその効果が注員されつつある､これによっ

て各大陸を緕蕊三角測量が可能となり従来の方法で

は近づくことの出来扱かっ花未開地の測量が可能となる由

凄たこれらの写真および映像に詞録された情報から

地質植生水簸源などに関する多くのデｰタを判読す

ることかで慧ることはい簑までもないことである｡

そして短い時間で反緩記録できることからいるいろ

な自然現象の変化衣らびにこれらと人聞清動との関係

れにとって代わるものではないことを一言付記しておき

危い｡(簸翻ま応搦地質鶴)

⑥欝鰯榊影擁嬢鋤鰯芽嚢釜剛縫鰯
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小麟馳董こ扱紬･く･カ切る

(佐々保雄教授提供)�


